
日本拳法東日本社会人選手権日本拳法東日本社会人選手権 （団体戦）（団体戦）

日本拳法東日本大学新人戦日本拳法東日本大学新人戦 （団体戦）（団体戦）

日本拳法東日本高等学校個人選手権日本拳法東日本高等学校個人選手権

日本拳法東日本女子個人選手権日本拳法東日本女子個人選手権

優　勝
準優勝
優秀団体賞
優秀団体賞

陸自板妻／板妻拳志会Ａ
三田拳法会／慶應義塾大学 OB 会
警視庁
黒綾館 本部

   《個人賞》
優秀選手賞
優秀選手賞
優秀選手賞
優秀選手賞
優秀選手賞

大貫　 洋平　四段（警視庁）
仙石　 伸也　三段（陸自滝ヶ原／滝ヶ原拳法部Ａ）
古屋敷 直道　三段（駿台拳法クラブＢ／明治大学 OB 会）
吉澤　 斗吾　三段（三田拳法会／慶應義塾大学 OB 会）
須藤　 将太　二段（陸自板妻／板妻拳志会Ａ）

２０２１年１１月２８日（日）　横浜武道館 武道場２０２１年１１月２８日（日）　横浜武道館 武道場

大会大会

結果結果

２０２１ 日本拳法東日本総合選手権大会

日本拳法東日本社会人選手権（団体戦）

日本拳法東日本女子個人選手権
日本拳法東日本大学新人戦（団体戦）

日本拳法東日本高等学校個人選手権

優　勝
準優勝
第三位
第三位

田村　龍光　二段（御殿場南高等学校）
山田　太粋　初段（拳精館）
内田　康輝　初段（拳明会）
小玉　拳聖　１級（日本拳法北海道協会）

優　勝
準優勝
第三位
第三位

山田 　桃香　二段（青山学院大学）
藤村 南柚郁　二段（立教大学）
高橋 　歩実　三段（立教大学）
小澤 いずみ　初段（青山学院大学）

優　勝
準優勝
第三位

早稲田大学
慶應義塾大学
学連選抜（青山学院大学、亜細亜大学、明治学院大学、立正大学）

《個人賞》
最優秀選手賞
技能賞
敢闘賞

駒形　佳大　１級（早稲田大学）
永井　雅貴　二段（慶應義塾大学）
大林　暉和　２級（学連選抜：青山学院大学）



日本拳法東日本社会人選手権　詳細日本拳法東日本社会人選手権　詳細

予選リーグ 勝者数－敗者数
引分者数

※左欄の団体から見た勝敗結果を、○×にて表記しています。スコアの見方は次の通りです。

黒綾館 本部 心道会 滝ヶ原拳法部
Ｂ 燦葉拳法会 勝 数 順 位

黒綾館 本部 ○ 4-0
1 ○ 4-1 ○ 3-1

1 3 勝０敗 １

心道会 × 0-4
1 × 0-5 × 0-5 ０勝 3 敗 4

滝ヶ原拳法部
Ｂ × 1-4 ○ 5-0 ○ 2-1

2 2 勝 1 敗 2

燦葉拳法会 × 1-3
1 ○ 5-0 × 1-2

2 1 勝 2 敗 3

◆Ｅリーグ

警視庁 青拳会 白金拳法会 勝 数 順 位

警視庁 ○ 4-0
1 ○ 3-1

1 2 勝０敗 １

青拳会 × 0-4
1 ○ 3-1

1 1 勝 1 敗 2

白金拳法会 × 1-3
1 × 1-3

1 ０勝 2 敗 3

◆Ａリーグ

瀧ヶ原拳法部
Ａ

黒綾館 湘南
平塚支部

駿台クラブ
Ｂ 勝 数 順 位

瀧ヶ原拳法部
Ａ ○ 5-0 × 1-2

2 1 勝 1 敗 2

黒綾館 湘南
平塚支部 × 0-5 × 0-5 ０勝 2 敗 3

駿台クラブ
Ｂ ○ 2-1

2 ○ 5-0 2 勝０敗 １

◆Ｃリーグ

三田拳法会 板妻拳志会
Ｂ

駿台クラブ
Ａ 勝 数 順 位

三田拳法会 △ 2-2
1

総得点数：4
総失点数：3

○ 3-1
1

総得点数：4
総失点数：1

1 勝０敗
1 分

１

板妻拳志会
Ｂ △ 2-2

1
総得点数：3
総失点数：4

○ 3-1
1

総得点数：5
総失点数：3

1 勝０敗
1 分

2

駿台クラブ
Ａ × 1-3

1
総得点数：1
総失点数：4

× 1-3
1

総得点数：3
総失点数：5

0 勝 2 敗 3

◆Ｂリーグ

板妻拳志会
Ａ 拳精会 國士舘大学

ОＢ会 勝 数 順 位

板妻拳志会
Ａ ○ 3-2 ○ 4-1 2 勝０敗 １

拳精会 × 2-3 × 0-3
2 ０勝 2 敗 3

國士舘大学
ОＢ会 × 1-4 ○ 3-0

2 1 勝 1 敗 2

◆Ｄリーグ

　　　　　　赤の勝者数
　（引分者数）
　　　　　　白の勝者数

※勝者数と引分者数が 5 名を超えているのは、代表者戦で決した試合です。

優　勝

決勝トーナメント

　 ３
（ １ ）　　

　 ２

　 １
（ ２ ）　　

　 ２

　 １
（ １ ）　　

　 ３

　 0
（２ ）　　

　 ３

黒 綾 館　 本 部

慶應義塾大学ＯＢ会　　　　　

三 田 拳 法 会

警 視 庁

陸自板妻　　　　　　　　

板 妻 拳 志 会 Ａ

明治大学ＯＢ会　　　　　

駿台拳法クラブＢ
　 　 　

※三田拳法会と板妻拳志会Ｂは、チームの勝数・負数、選手の総勝数・総負数・総得点数が同数だったため、
総失点数（4 対 7）により、三田拳法会の決勝トーナメント進出が決定しました。


